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【手続補正書】
【提出日】平成25年5月22日(2013.5.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データ送信パーティと通信する場合にデータ受信パーティとして動作し、ＴＤＤまたは
半２重ＦＤＤ装置を使用する通信ユニットにおける方法であって、前記方法は、ＲＸサブ
フレーム内の受信データブロックに対するフィードバックレポートを送信して前記データ
ブロックに誤りが生じたかを示す方法であって、
　接続に対する、フィードバックレポート必要数が所与のサブフレームシーケンスの期間
内のフィードバックレポート許容数より大きいことを示す割当てパラメータを獲得するス
テップと、
　複数の受信ＲＸサブフレームのデータブロックのセットを示す圧縮フィードバックレポ
ートをスケジュールするステップと
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　フィードバックレポートを利用可能なＴＸサブフレームに亘って均等に拡散または分散
することを指示する、前記データ送信パーティにも既知の所定の拡散ルールに従ってフィ
ードバックレポートを前記利用可能なＴＸサブフレーム内でスケジュールするステップを
更に含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　獲得した前記割当てパラメータに応じて割当てたＲＸサブフレーム数が割当てたＴＸサ
ブフレーム数を超えることを特徴とする請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記所定の拡散ルールは更に、任意のＴＸサブフレームでレポートする前記ＲＸサブフ
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レーム数を最少にし、任意のＲＸサブフレームと前記任意のＲＸサブフレームの関連する
ＴＸサブフレームとの間の最大遅延を最少にすることを指示することを特徴とする請求項
１乃至３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記拡散ルールが、１つのＴＸサブフレームあたりＸ以下の数のＲＸサブフレームのフ
ィードバックレポートを送信方向に送信するという制約の下で、フィードバックレポート
をできるだけ早く送信することを指示し、ここでＸ＝ＣＥＩＬＩＮＧ（ｋRX／ｋTX）、ｋ

RX＝前記割当てたＲＸサブフレーム数、およびｋTX＝前記割当てたＴＸサブフレーム数で
あり、関数ＣＥＩＬＩＮＧが次整数に切り上げる数学的演算であることを特徴とする請求
項１乃至請求項４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＴＤＤまたは半２重ＦＤＤ装置における前記割当てたＲＸサブフレームおよびＴＸ
サブフレームを無線フレームの所与の反復サブフレームシーケンス内に配置することを特
徴とする請求項１乃至請求項５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記データ受信パーティとして動作する前記通信ユニットが端末であり、前記ＲＸサブ
フレームがダウンリンクサブフレームであり、前記ＴＸサブフレームがアップリンクサブ
フレームであることを特徴とする請求項１乃至請求項６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記データ受信パーティとして動作する前記通信ユニットが基地局であり、前記ＲＸサ
ブフレームがアップリンクサブフレームであり、前記ＴＸサブフレームがダウンリンクサ
ブフレームであることを特徴とする請求項１乃至請求項６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　前記所定の拡散ルールによりスケジュールする前記フィードバックレポート数が、レポ
ートするのに利用可能なビットまたはメッセージ数より大きければ、前記圧縮フィードバ
ックレポートをスケジュールすることを特徴とする請求項２乃至請求項８のいずれか１項
に記載の方法。
【請求項１０】
　前記圧縮フィードバックレポートは、前記セットの全データブロックを正確に受信した
とすれば正確な受信（ＡＣＫ）を、前記セットの少なくとも１つのデータブロックを誤り
と共に受信したとすれば、不正確な受信（ＮＡＣＫ）を示すことを特徴とする請求項１ま
たは請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記圧縮フィードバックレポートは複数のビットまたはメッセージを含み、それぞれの
ビットまたはメッセージが特定の受信データブロックのセットを示すことを特徴とする請
求項１または請求項９または請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　マッピング演算を実行し、各受信データブロック即ちＲＸサブフレームを前記フィード
バックレポートと関連させることを特徴とする請求項１乃至請求項１１のいずれか１項に
記載の方法。
【請求項１３】
　レポートするのに利用可能なビットまたはメッセージ数が、レポートする前記受信デー
タブロック数より大きければ、フィードバックレポートの複数のビットまたはメッセージ
が単一の受信データブロックを示すことを特徴とする請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ＲＸサブフレームをグループまたはセットに分割し、各ＴＸサブフレームを特定Ｒ
Ｘサブフレームのグループまたはセットに対応させることを特徴とする請求項１乃至請求
項１３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１５】
　ハイブリッドＡＲＱ（ＨＡＲＱ、Hybrid ARQ）プロトコルを使用し、各フィードバック
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レポートがＡＣＫメッセージまたはＮＡＣＫメッセージを含むことを特徴とする請求項１
乃至請求項１４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１６】
　データ送信パーティと通信する場合にデータ受信パーティとして動作し、ＴＤＤまたは
半２重ＦＤＤ装置を使用する通信ユニット（４００）における装置であって、前記装置は
、ＲＸサブフレーム内の受信データブロックに対するフィードバックレポートを送信して
前記データブロックに誤りが生じたかを示す装置であって、
　接続に対する、フィードバックレポート必要数が所与のサブフレームシーケンスの期間
内のフィードバックレポート許容数より大きいことを示す割当てパラメータ（Ｐ）を獲得
する獲得ユニット（４０２）と、
　複数の受信ＲＸサブフレームのデータブロックのセットを示す圧縮フィードバックレポ
ート（ＦＲ）をスケジュールするようにするスケジューリングユニット（４０４）と
を含むことを特徴とする装置。
【請求項１７】
　前記スケジューリングユニット（４０４）は、更に、フィードバックレポートを利用可
能なＴＸサブフレームに亘って均等に拡散または分散することを指示する、前記データ送
信パーティにも既知の所定の拡散ルールに従って、フィードバックレポート（ＦＲ）を利
用可能なＴＸサブフレーム内でスケジュールするようにすることを特徴とする請求項１６
に記載の装置。
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